
土佐町小学校における
校内研究の進め方

平成22年度小・中学校研究主任会Ⅱ

1土佐町小学校 研究部



平成21年度に５校が統合（172名）

同居型小中連携校

土佐町立 土佐町小学校

したものの・・・スタート！

荒波に向かう
小舟の
気分・・

どうぞ気楽に
見て下さい。
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研究蓄積のなさ

教職員のベクトルの違い

中学校の研究との連携

まだまだ、発展途上中！



研究テーマ

別紙資料１ 「土佐町小 研究構想図」 を
参照してください。
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参照してください。



４４４４月月月月

５５５５月月月月

６６６６月月月月

７７７７月月月月

８８８８月月月月

調査・アセスメント

これからの取組の方針

支援サイクルに基づいた研究の取組

９９９９月月月月

10101010月月月月

11111111月月月月

12121212月月月月

１１１１月月月月

２２２２月月月月

３３３３月月月月
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ＲＲＲＲ 数値データを用いた実態の把握
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ＶＶＶＶ 児童の学習意欲を現状より高める



４４４４月月月月

５５５５月月月月

６６６６月月月月

７７７７月月月月

８８８８月月月月

調査・アセスメント

これからの取組の方針

取組の手立てと計画

支援サイクルに基づいた研究の取組

データを用いた実態把握

学習意欲を高める

９９９９月月月月

10101010月月月月

11111111月月月月

12121212月月月月

１１１１月月月月

２２２２月月月月

３３３３月月月月
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ＰＰＰＰ 土佐町小学校「学びのスタンダード」
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ＰＰＰＰ 土佐町小学校「学びのスタンダード」

別紙資料１
「学びのスタンダードにそった展開例」 を

参照してください。
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参照してください。



事前研での「よかれの呪縛」
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ＰＰＰＰ 土佐町小学校事前研の持ち方

① 授業者は、参観する視点について授業の意図が伝わ
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① 授業者は、参観する視点について授業の意図が伝わ
るように説明。

② 授業者が検討して欲しい課題や助言を求める点を述
べる。

③ 参加者は、検討課題に対し、授業者の意図に沿って、
助言を行う。



ＰＰＰＰ 土佐町小学校授業参観の仕方

ブロックごとに視点を決めての参観

授業の組み立て授業の組み立て授業の組み立て授業の組み立て 学習環境学習環境学習環境学習環境
児童同士の児童同士の児童同士の児童同士の
関わり関わり関わり関わり

教師と児童との教師と児童との教師と児童との教師と児童との
関わり関わり関わり関わり
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ＰＰＰＰ 土佐町小学校事後研の仕方

授業者は、「組み立て」「環境」「児童同
士のかかわり」「教師のかかわり」につ
いて、できたこと、できなかったことを述
べる。

授業者は、「組み立て」「環境」「児童同
士のかかわり」「教師のかかわり」につ
いて、できたこと、できなかったことを述
べる。

②参観した視点につい
て「良かった点」と「改善
点」を話し合う。

② 参観者は、参観した視点についてブ② 参観者は、参観した視点についてブ①できたこと、
③「良い点」を
児童を主語に

⑤授業者は、出された
代案から「やってみたい

討議の焦点化・活発化を図る

各視点の「良い点」を児童を主語にして具
体的に話をする。
各視点の「良い点」を児童を主語にして具
体的に話をする。

④ 「授業を更に良いも
のにする」なら、「私はこ
うする」と具体的に提案
する。

④ 「授業を更に良いも
のにする」なら、「私はこ
うする」と具体的に提案
する。
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② 参観者は、参観した視点についてブ
ロックで「良かった点」と「改善点」を話し合
う。

② 参観者は、参観した視点についてブ
ロックで「良かった点」と「改善点」を話し合
う。

①できたこと、
できなかった
ことを述べる。

児童を主語に
具体的に話を
する。

④「私はこうする」と具体
的に提案

代案から「やってみたい
もの」を選択し、述べ
る。



ＰＰＰＰＰＰＰＰ 結果の掲載

全
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二
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八
回
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成果と課
題を全体
で共有す
るのだ

の
公
開
研

全
二
十
八
回
を
予
定



４４４４月月月月

５５５５月月月月

６６６６月月月月

７７７７月月月月

８８８８月月月月 支
援
支
援
支
援
支
援

データを用いた実態把握

学習意欲を高める

取組の手立てと計画

支援サイクルに基づいた研究の取組

「学びのスタンダード」

事前研・参観・事後研の工夫事前研・参観・事後研の工夫事前研・参観・事後研の工夫事前研・参観・事後研の工夫
９９９９月月月月

10101010月月月月

11111111月月月月

12121212月月月月

１１１１月月月月

２２２２月月月月

３３３３月月月月

支
援
支
援
支
援
支
援

これまでの取組の評価

事前研・参観・事後研の工夫事前研・参観・事後研の工夫事前研・参観・事後研の工夫事前研・参観・事後研の工夫

結果の掲載
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取組中取組前

ＣＣＣＣ 取組の評価

成果を目に見える形で表すことで、教師の意欲につなげる
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ＣＣＣＣ 取組の評価

項目 1 2 3 4

かかわり合い、学び合

いを取り入れた授業

効果が全くないので、

以下の代案を実行した
方が良い

まだ、効果は見られな

いが、しばらく続行す
るべき

効果が見られている

が、以下の改善策を提
案する

効果が上がっているの

で、続行する

教科を限定しない

授業研究

効果が全くないので、

以下の代案を実行した
方が良い

まだ、効果は見られな

いが、しばらく続行す
るべき

効果が見られている

が、以下の改善策を提
案する

効果が上がっているの

で、続行する

項目 1 2 3 4

かかわり合い、学び合

いを取り入れた授業

効果が全くないので、

以下の代案を実行した
方が良い

まだ、効果は見られな

いが、しばらく続行す
るべき

効果が見られている

が、以下の改善策を提
案する

効果が上がっているの

で、続行する

教科を限定しない

授業研究

効果が全くないので、

以下の代案を実行した
方が良い

まだ、効果は見られな

いが、しばらく続行す
るべき

効果が見られている

が、以下の改善策を提
案する

効果が上がっているの

で、続行する
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視点を決めての授業参

観と研究討議

効果が全くないので、

以下の代案を実行した
方が良い

まだ、効果は見られな

いが、しばらく続行す
るべき

効果が見られている

が、以下の改善策を提
案する

効果が上がっているの

で、続行する

仲間作り活動

効果が全くないので、

以下の代案を実行した
方が良い

まだ、効果は見られな

いが、しばらく続行す
るべき

効果が見られている

が、以下の改善策を提
案する

効果が上がっているの

で、続行する

中学校との連携

効果が全くないので、

以下の代案を実行した
方が良い

まだ、効果は見られな

いが、しばらく続行す
るべき

効果が見られている

が、以下の改善策を提
案する

効果が上がっているの

で、続行する

視点を決めての授業参

観と研究討議

効果が全くないので、

以下の代案を実行した
方が良い

まだ、効果は見られな

いが、しばらく続行す
るべき

効果が見られている

が、以下の改善策を提
案する

効果が上がっているの

で、続行する

仲間作り活動

効果が全くないので、

以下の代案を実行した
方が良い

まだ、効果は見られな

いが、しばらく続行す
るべき

効果が見られている

が、以下の改善策を提
案する

効果が上がっているの

で、続行する

中学校との連携

効果が全くないので、

以下の代案を実行した
方が良い

まだ、効果は見られな

いが、しばらく続行す
るべき

効果が見られている

が、以下の改善策を提
案する

効果が上がっているの

で、続行する
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

かかわり合い、学び合いを取り入れた授業

教科を限定しない授業研究

ＣＣＣＣ 取組の評価
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視点を決めての授業参観と研究討議

仲間作り活動

中学校との連携

効果が全くないので、以下の代案を実行した方が良い まだ効果は見られないが、しばらく実行すべき

効果が見られているが、以下の改善策を実施する 効果が上がっているので、続行する



４４４４月月月月

５５５５月月月月

６６６６月月月月

７７７７月月月月

８８８８月月月月 支
援
支
援
支
援
支
援

データを用いた実態把握

学習意欲を高める

取組の手立てと計画

支援サイクルに基づいた研究の取組

「学びのスタンダード」

事前研・参観・事後研の工夫
９９９９月月月月

10101010月月月月

11111111月月月月

12121212月月月月

１１１１月月月月

２２２２月月月月

３３３３月月月月

支
援
支
援
支
援
支
援

これまでの取組の評価

事前研・参観・事後研の工夫

結果の掲載

今後の課題設定と実践支
援
支
援
支
援
支
援
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Ｑ－Ｕの実施（５月）

各学年の実態を把握

今後の今後の今後の今後の
方向性方向性方向性方向性 自ら楽しく学ぶ子を育成するための基盤つくり

仲間作り活動

①心の冒険教育（協力活動）
②エンカウンター（受容感）
③ソーシャルスキル（ルール作り）

月２回、上記３つのツールを
用いた仲間作り活動を実施
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今後の今後の今後の今後の
方向性方向性方向性方向性 日々の実践の中での「学び合い」の継続性

取組中取組前

継
続
し
た
取
組
の

必
要
性

取
組
後
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今後の今後の今後の今後の
方向性方向性方向性方向性 先進校視察からの実践モデルの確立（昨年度）

東北方面（２名） 首都圏方面（２名）

今後の今後の今後の今後の
方向性方向性方向性方向性 先進校視察からの実践モデルの確立（今年度）

関西・中四国方面
（２名）

九州方面（２名）
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保小連携 小中合同授業研究

ご静聴ありがとうございました。

22学校応援団による放課後体験教室「学び合い」の授業風景

ご静聴ありがとうございました。


